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研究内容： 

1) 生体内におけるイノシトール・ポリリン酸の役割 

イノシトール 6 リン酸(InsP6)は生体内では、InsP3 よりも量が多く、イノシトールリン酸の中でも一番量が多く存在し

ている（哺乳類、植物界を含めて）。また、特に脳内に多く発現している。しかし、このような事実は意外に知られてお

らず、InsP6 及びイノシトール 7 リン酸(InsP7)においては、その機能については全く明らかにされていないと言っても過言

でない。近年、我々は InsP7 が細胞死を誘導するということを発見した。その際に InsP6 を InsP7 にリン酸化するイノ

シトール 6 リン酸(InsP6)キナーゼ(InsP6K)が活性化されて InsP7 が増加するものと考えられる。(Nagata E ら、J Biol 

Chem, 2005) 中でも IP6Kのサブタイプ（InsP6K1,2,3）のうち、InsP6K2 がアポトーシスと深く関連していることが明らか

となった。この InsP6Kは特に神経細胞に多く分布しており、現在、我々は、神経変性疾患と InsP6K との関連につい

て研究を進めている。 

 

2) 片頭痛病態生理の解明 

器質的疾患に伴わない、いわゆる機能性頭痛の代表である片頭痛は、患者の数が比較的多いにもかかわらず

致命的な疾患でないこと、及び動物などを使用する実験が非常に困難なこともあり、その病態においては未だに明

確なものは示されていない。そこで、我々は片頭痛病態モデルとしてヒト・リンパ芽球が利用できることを報告した。ま

た、近年、一部の片頭痛患者においてビタミンD結合タンパク質の異常が存在することも明らかとした。そこで、本プロ

ジェクトは、実験的アプローチが非常に困難である頭痛、特に片頭痛に焦点をあて、ゲノム、RNAや転写因子やタン

パク質をターゲットとするオミックス研究により、分子生物学的に片頭痛病態を明らかとしていく。 
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